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となっている。  

3．測定位置   

測定位置についてFig．1に示す。  

タンクの水張試験  
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容量が10万kセ級のタンクの基礎の施工は，我社でも  

16基ほど手がけている。このようなタンクでは，完成時  

にその安全性や複雑な基礎地盤の応答を調べるため，水  

張試験を行う。この試験は，設計及び施工に対する総合  

的な結果を示すものであり，非常に重要なものであると  

考えられる。ここでは苫小牧東部石油備蓄基地で施工し  

たタンク基礎における水張試験について，その試験方法  

等について報告する。   

1．エ事概要  

工事名 南地区タンク基礎工事（第2期）5工区  

企業名 苫小牧東部石油備蓄株式会社  

工事内容 容量113，000k旦夕ンクの基礎工4基  

RCリング外径¢85．9m（タンク卵2・Om，  

ゐ＝24．5m）  

基礎地盤改良サンドコンパクションパイル  

¢700m恥1．7m正三角形ピッチ，杭長平均  

8m／本，3，025本／基当り  

薄層転圧改良混合盛土，火山灰2：切込砂利  

1，f＝3．5－5．Om  

漏油検知層，切込砕石～＝300mm  

表層アスファルトモルタル，J＝50mm  

水張試験（沈下測定）含む  
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凡 例  
○①アニュラー部 60点・・・タンク側板下端に測定鋲溶接。  

●⑨RCリング天端 32点…リングコンクリート天にドリルで  

刑孔測定鋲埋め込み。  
◎③深層沈下計 4点…支持層までポーリング削孔、スクリュ  

ーポイント（卵5、J＝200）付ロッド（SGP  

外径¢27）を支持層にねじ込み、ガイドパイプ  

（VP65）をセット。  

□④周辺地盤部 8点…木杭打ち込み上に測定鋲。  

○（診タンク底板13点…浮屋根上部定点よりタンク内底板。  

Fig．1測定位置図  

2．水張試験について   

タンク建設に関する官庁検査には，基礎の施工時の品  

質検査，タンク本体閣妾部の検査及び水張検査等がある。  

最終的にタンクの安全性，地盤の状態を調べる水張検査  

は，実際にタンク内に水を満たした状態でのタンク本体  

の異状の有無及び沈下の状態についての確認検査であり，  

沈下状態の推移及び満水時での沈下量，不等沈下量その  

他の異変の有無を確認するものである。   

消防法に基づくこのクラスの不等沈下の許零基準値は，  

相対する側との不等沈下量がタンクの直径の1／300以下  

4．測定項目別頻度表   

測定頻度についてTablelに示す。  

5．注水及び水抜き   

水張注水は工業用水（本設本管布謝斉，40，000k且／目  

可能）を使用し，1基当り10，000k且佃のペースで行な  

い，Tablelに示したように注水段階の30，000，60，000，  

80，000及び100，000k£のそれぞれに達した時点で2日  

～3日間（沈下量が3mm／日以下となるまで）の静置期   
■札幌（支）苫小牧（出）係長  
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Tablel測定項目別頻度衰  測定小屋  
¢   ■   0   

k～  

115．058  

1（吼000  

80．000  

静這  
60．0（旧  

30．0伽   

所要‖軟   33332423277 Ⅰ4  

＝‖  水葬中   満水時  水抜時  小枝後   

アニエラー拓   

l恒】／臼  1l口l／2日   

11可  1凹／月      1回  RCリング部  葦冒沈卜計  田辺1一隻部  タンク底板   注水を止めた次の日     計5匝l  

■仮BM（B）  

‾  

「－－」   
◎  

本BM  

BM間測定頻度  

1．本BM一基準仮8M（A）片道上＝l，000ml回メ日  
2．（A）－（B）～（A）⊥＝l局500ml回／1日   

※（B）は沈下による影書あり。   

（A）は沈下による影書なし。   

Fig．2 測定小屋及仮BM配置図  

沈下測定結果の一例をTabIe2及びFig．3に示した。  

Table2 沈下量集計表  

ST－T21   

（mm）  間をとった。また満水時での静置は測定沈下量が推定最  

終沈下量の90％以上となるまで続け，水抜き直前に消防  

検査を受けた。水抜きについては約10，000k£／日のペー  

スで行ったが，途中3段階で税関検査（保税タンク）等  

のため水抜きを中断した。   

なお，注水及び水抜作業は企業先がタンク建設メーカ  

と連携でおこなった。  

沈  下  量  
リバウンド  

最大時  最終時  不 等  最終時  

測定部  最大点  一最大点  長 大  不 等  平 均   

アニエ ラー部  72   18   22   17   21   

RCリ ング部  53   別；   19   15   15   

周 辺 地盤 部  27   17   12   9   

探  層  部  19   7   6   3   13   

6．準備及び測定  

水張開始後は，いかなる気象その他の条件によっても  

測定を中断することが許されないため，風雨除けのため  

の測定小屋を設置した。この中にレベル三脚をのせる杭  

を打ち，これにレベルをセットすることにより毎回同一  

条件で測定が可能なようにした。Fig．2に示したように  

この測定小屋はタンク1基につき4地点に設置し，タン  

ク外周各点を視準できるようにした。   

測定パーティは続手，言出読係，箱尺持ちの3人1組と  

し，測定はテイルティングレベルにより毎日一定の時刻  

に行うようにした。底板を除き各ポイントの測定所要時  

間は1基当り約2時間であり，この時間借は周辺の振軌  

砂塵を伴なう作業を制限した。   

底板測定は水張面（マノメータ水位）をレベル，テー  

フ雪則左し，浮屋根の測定孔から水面下の深浅測量方式で  

おこなった。   

測定値は測定後直ちに持ち帰り手計算で野帳の整理を  

するとともに，パソコンにBM，標高と各測定ポイント  

の読みを入力することにより，各点標高，別尤下島 累  

計沈下量および最大点，最少点を印字し，検討資料とし  

た。  

Fig・3 完成前立会（水張試験沈下測定）記録 ST－T21  

アニエラー部  

丁．あとがき  

こゝに述べた事柄は，いずれも当工事においてなされ  

たものであり，他と異にする面もあると思うが，水張試  

験の概要を知らせ得れば幸いに思う。  
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